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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第115期
第２四半期
連結累計期間

第116期
第２四半期
連結累計期間

第115期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 23,496 24,062 47,770

経常利益 (百万円) 654 924 1,553

四半期(当期)純利益 (百万円) 449 618 994

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 322 570 1,470

純資産額 (百万円) 22,859 24,254 23,868

総資産額 (百万円) 37,895 38,258 39,941

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 9.80 13.50 21.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.2 63.3 59.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,280 △8 4,963

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △262 △403 △664

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △384 △384 △1,623

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 6,095 5,382 6,154

　

回次
第115期
第２四半期
連結会計期間

第116期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 1.29 6.27

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当社グループの主力事業である製粉及び食品事業におきましては、本年４月に輸入小麦の政府売渡価

格が平均9.7％値上げされ、6月20日出荷分より業務用小麦粉の価格改定を行いました。

 当第２四半期連結累計期間の経営成績は、積極的な販売活動により小麦粉の販売数量の増加や副産物

市況も堅調であったことから前第２四半期連結累計期間と比べ増収となりました。また営業利益、経常

利益は、原料・副資材の値上がりや電力コストの増加もあったものの、徹底した経費の見直しや退職給

付費用が軽減されたことにより、前第２四半期連結累計期間と比べ増益となりました。

　外食事業におきましても、消費者の節約意識や業界内での競争激化に加え、原材料価格の上昇等、難

しい経営環境での事業運営を強いられました。

　このような状況下、当社グループでは、「製造・販売・研究開発」の三位一体により、お客様のニー

ズに応えた商品開発への取り組み、提案型営業の推進、また三菱商事グループ各社との連携強化や関連

会社の㈱増田製粉所とのシナジー効果の向上等により、業績拡大に努めました。

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は240億6千2百万円と前第２

四半期連結累計期間と比べ5億6千5百万円(2.4%)の増収、営業利益は7億2千万円と前第２四半期連結累

計期間と比べ2億6千1百万円(57.0%)の増益、経常利益は9億2千4百万円と前第２四半期連結累計期間と

比べ2億6千9百円(41.1%)の増益、四半期純利益は6億1千8百万円と前第２四半期連結累計期間と比べ1億

6千9百万円(37.7%)の増益となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　製粉及び食品事業

主力の小麦粉は国内市場が少子高齢化や人口減少するなか、売上高は209億2千5百万円と前第２四半

期連結累計期間に比べ8億9千3百万円(4.5%)の増収となり、セグメント利益は7億2千7百万円と前第２四

半期連結累計期間に比べ3億2千6百万円(81.6%)の増益となりました。

②　外食事業

㈱さわやか（12月決算のため１月～６月分を連結）におきましては、ケンタッキーフライドチキン店

は販売競争の激化により、売上高は30億3千6百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ3億4百万円

(9.1%)の減収となり、店舗のローコストオペレーションの徹底や店舗別のマーケティングに努めました

が、セグメント損失は7千5百万円(前第２四半期連結累計期間セグメント利益は1千3百万円）となりま

した。
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③　運送事業

日東富士運輸㈱におきましては、グループ外からの運賃収入が減少したことにより、売上高は1億1百

万円と前第２四半期連結累計期間に比べ2千2百万円(18.3%)の減収となりましたが、運送効率の改善に

よりセグメント利益は5千5百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ2千万円(56.5%)の増益となりまし

た。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間の総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ16億8千3百万円減少し、382

億5千8百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が7億7千2百万円、受取手形及び売掛金が2

億4千万円、原材料及び貯蔵品が4億3千6百万円それぞれ減少したことによります。

　負債の残高は、前連結会計年度末に比べ20億6千9百万円減少し、140億3百万円となりました。この主

な要因は、支払手形及び買掛金が15億1千2百万円、借入金が2億円、それぞれ減少したことによりま

す。

　純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ3億8千5百万円増加し、242億5千4百万円となりました。こ

の主な要因は、利益剰余金が4億3千5百万円、為替換算調整勘定が7千8百万円、それぞれ増加した一

方、その他有価証券評価差額金が1億3千3百万円減少したことによります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.6％上昇して63.3％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は53億8千2百万円と前

第２四半期連結累計期間と比べ7億1千2百万円(11.7%)減少しました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益9億8百万円、減価償却費5億3千9百万円、売上債権の減少2億4千3百万円、

たな卸資産の減少4億4千万円等により資金が増加した一方、仕入債務の減少15億1千3百万円等により資

金が減少した結果、営業活動によるキャッシュ・フローは8百万円の資金減少（前第２四半期連結累計

期間は32億8千万円の資金増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出3億4千8百万円、無形固定資産の取得による支出9千2百万円等により

資金が減少した結果、投資活動によるキャッシュ・フローは4億3百万円の資金減少となり、当第２四半

期連結累計期間に使用した資金は前第２四半期連結累計期間と比べ1億4千万円(53.5%)増加しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

長期借入金の返済による支出2億円、配当金の支払額1億8千3百万円の資金が減少した結果、財務活動

によるキャッシュ・フローは3億8千4百万円の資金減少となり、当第２四半期連結累計期間に使用した

資金は前第２四半期連結累計期間と比べ0百万円(0.2%)増加しました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1億6千8百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,923,646 46,923,646
東京証券取引所
（市場第一部）

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式
１単元の株式数　1,000株

計 46,923,646 46,923,646 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月30日 ― 46,923,646 ― 2,500 ― 4,036
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３番１号 29,528 62.93

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,147 2.44

山崎製パン株式会社 東京都千代田区岩本町３丁目10番１号 619 1.32

日東富士製粉持株会 東京都中央区新川１丁目３番１７号 601 1.28

日清食品ホールディングス
株式会社

大阪府大阪市淀川区西中島４丁目１番１号 518 1.10

株式会社中村屋 東京都新宿区新宿３丁目26番13号 500 1.07

ＣＢＮＹ 　ＤＦＡ 　ＩＮＴ
Ｌ　　　ＳＭＡＬＬ　ＣＡＰ　
ＶＡＬＵＥ 　ＰＯＲＴＦＯＬＩ
Ｏ(常任代理人　シティバンク銀
行株式会社)

388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013, USA
 
(東京都品川区東品川２丁目３番14号)

370 0.79

クレデイスイスルクセンブルグ
エスエーオンビハーフオブクラ
イアンツ(常任代理人　株式会社
三菱東京ＵＦＪ銀行)

56,GRAND RUE L-1660 LUXEMBOURG
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号)

291 0.62

鈴与株式会社 静岡県静岡市清水区入船町11番１号 257 0.55

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 218 0.46

計 ― 34,050 72.57

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　1,147千株

　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　 218千株

　　 ２　上記の所有株式数のほか当社所有の自己株式1,103千株(2.35%)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,103,000
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

45,461,000
45,461

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式
普通株式

359,646
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

発行済株式総数 46,923,646 ― ―

総株主の議決権 ― 45,461 ―

（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権３個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式936株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東富士製粉株式会社

東京都中央区新川
　　　　　　１－３－17

1,103,000 ― 1,103,000 2.35

計 ― 1,103,000 ― 1,103,000 2.35

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,234 5,462

受取手形及び売掛金
※2 7,874 7,634

商品及び製品 2,173 2,178

原材料及び貯蔵品 4,692 4,255

その他 746 744

貸倒引当金 △25 △26

流動資産合計 21,696 20,247

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,595 3,513

機械装置及び運搬具（純額） 2,812 2,795

土地 4,219 4,219

リース資産（純額） 0 0

その他（純額） 192 194

有形固定資産合計 10,821 10,724

無形固定資産

のれん 90 67

その他 549 632

無形固定資産合計 639 699

投資その他の資産

投資有価証券 5,838 5,648

その他 1,016 1,008

貸倒引当金 △71 △70

投資その他の資産合計 6,783 6,587

固定資産合計 18,245 18,010

資産合計 39,941 38,258
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,579 5,066

短期借入金 400 250

リース債務 0 0

未払法人税等 322 327

賞与引当金 443 409

役員賞与引当金 35 12

資産除去債務 15 9

その他 1,605 1,434

流動負債合計 9,402 7,509

固定負債

長期借入金 4,050 4,000

リース債務 0 －

退職給付引当金 914 925

役員退職慰労引当金 124 121

資産除去債務 353 356

負ののれん 345 288

その他 882 801

固定負債合計 6,671 6,493

負債合計 16,073 14,003

純資産の部

株主資本

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 4,049 4,049

利益剰余金 16,227 16,662

自己株式 △276 △278

株主資本合計 22,500 22,934

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,356 1,223

為替換算調整勘定 △24 54

その他の包括利益累計額合計 1,332 1,277

少数株主持分 35 42

純資産合計 23,868 24,254

負債純資産合計 39,941 38,258
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 23,496 24,062

売上原価 18,641 19,131

売上総利益 4,855 4,930

販売費及び一般管理費

販売手数料 380 374

販売運賃 1,080 1,077

貸倒引当金繰入額 0 0

給料及び手当 926 916

賞与引当金繰入額 206 187

役員賞与引当金繰入額 14 12

退職給付引当金繰入額 105 26

役員退職慰労引当金繰入額 15 14

その他 1,666 1,600

販売費及び一般管理費合計 4,396 4,210

営業利益 458 720

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 53 54

負ののれん償却額 65 57

持分法による投資利益 35 28

その他 111 93

営業外収益合計 268 235

営業外費用

支払利息 49 21

その他 22 11

営業外費用合計 72 32

経常利益 654 924

特別利益

固定資産売却益 3 38

投資有価証券売却益 1 －

特別利益合計 5 38

特別損失

固定資産除却損 7 24

減損損失 － 28

その他 2 0

特別損失合計 9 53

税金等調整前四半期純利益 650 908

法人税、住民税及び事業税 290 315

法人税等調整額 △91 △26

法人税等合計 199 288

少数株主損益調整前四半期純利益 451 620

少数株主利益 1 2

四半期純利益 449 618

少数株主利益 1 2
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 451 620

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △47 △137

為替換算調整勘定 △79 83

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 4

その他の包括利益合計 △128 △50

四半期包括利益 322 570

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 325 563

少数株主に係る四半期包括利益 △2 6
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 650 908

減価償却費 585 539

減損損失 － 28

のれん償却額 11 11

負ののれん償却額 △65 △57

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 41 △34

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △23

退職給付引当金の増減額（△は減少） 207 10

受取利息及び受取配当金 △56 △56

支払利息 49 21

持分法による投資損益（△は益） △35 △28

固定資産売却損益（△は益） △3 △38

固定資産除却損 7 24

売上債権の増減額（△は増加） 965 243

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,752 440

その他の流動資産の増減額（△は増加） △31 30

仕入債務の増減額（△は減少） △623 △1,513

その他の流動負債の増減額（△は減少） △44 △228

その他 △14 △35

小計 3,392 243

利息及び配当金の受取額 73 73

利息の支払額 △49 △21

法人税等の支払額 △135 △303

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,280 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 300 －

有形固定資産の取得による支出 △507 △348

有形固定資産の売却による収入 5 40

無形固定資産の取得による支出 － △92

投資有価証券の取得による支出 △9 △9

投資有価証券の売却による収入 2 0

貸付けによる支出 － △20

差入保証金の回収による収入 33 36

その他 △87 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △262 △403
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,600 －

長期借入金の返済による支出 △1,800 △200

配当金の支払額 △183 △183

自己株式の取得による支出 △0 △1

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △384 △384

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,629 △772

現金及び現金同等物の期首残高 3,347 6,154

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 117 －

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 6,095 ※１ 5,382
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１　偶発債務

下記の借入金に対して、次のとおり保証を行っております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

従業員 119百万円 112百万円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含ま

れております。
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 28百万円 ―

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年９月30日)

現金及び預金 6,175百万円 5,462百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △80　〃 △80　〃

現金及び現金同等物 6,095百万円 5,382百万円
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(株主資本等関係)

　

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 183 4.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月29日
取締役会

普通株式 137 3.00 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金

　

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 183 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月30日
取締役会

普通株式 137 3.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　
Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結
財務諸表
計上額製粉及び

食品事業
外食事業 運送事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,032 3,340 123 23,496 ― 23,496

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3 ― 1,107 1,110 △1,110 ―

計 20,035 3,340 1,231 24,607 △1,110 23,496

セグメント利益 400 13 35 449 9 458

(注)１　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結
財務諸表
計上額製粉及び

食品事業
外食事業 運送事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,925 3,036 101 24,062 ― 24,062

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3 0 1,096 1,099 △1,099 ―

計 20,928 3,036 1,197 25,162 △1,099 24,062

セグメント利益又は損失(△) 727 △75 55 707 13 720

(注)１　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「外食事業」セグメントにおいて、収益性が低下しており、将来キャッシュ・フローがマイナスと見込

まれる店舗資産の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において28百万円であります。
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(１株当たり情報)

　
１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 9円80銭 13円50銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 449 618

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 449 618

    普通株式の期中平均株式数(株) 45,828,265 45,821,251

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

　

第116期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年10月30日開催

の取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当

を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 137百万円

②　１株当たりの金額 3円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   杉   本   茂   次   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   山　　口　　更　　織   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２５年１１月７日

日東富士製粉株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
日東富士製粉株式会社の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間(平成２５年７月１日から平成２５年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２５年
４月１日から平成２５年９月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東富士製粉株式会社及び連結子会社の平
成２５年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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